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第29回 2月7日 
通算1587回

第28回 1月31日 
通算1586回
●会員数          70名　　
●出席免除者数　  23名
●出席者数　　　  57名
●出席率　　　 86.36％

第26回 1月17日
通算1584回の修正　
●会員数          70名　　
●出席免除者数　　23名
●出席者数　　　　61名
（内補填者数　　　6名）
●出席率　　　 96.83％

例会状況報告

１．開会の点鐘　17時30分
２．ソング
　「君が代」
　「我らの生業」
３．お客様の紹介
４．会務報告
５．卓話
　　潮田　悦男　会員　
　「ＷＣＳの活動について」
　　計良　隆司　会員　
　「新入会員卓話」
６．閉会の点鐘　18時30分
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四つのテスト
●真実かどうか　
●みんなに公平か　
●好意と友情を深めるか　
●みんなのためになるかどうか

  ２０１１～１２年度 当クラブテーマ
『クラブの未来のために
　　　　リーダーを育成しよう』
 

 

　国際ロータリー第２６５０地区
  ガバナー　今西　信裕

例会プログラム会長報告

卓話　株式会社日本総合研究所　関西経済研究センター　所長　廣瀬　茂夫　様

●１月２９日（日）に千宗室パストガバナーを囲んでの懇談会が奈良ホテルで行われま
した。今西ガバナーはじめ、奈良県第一第二グループの杉田・熊本両ガバナー補佐、
地区から片岡幹事長、副幹事長、パストガバナー、県内の地区役員、県下会長幹事な
ど総勢４６名が出席しました。千さんのお話は色々とございましたが、最終的には奈
良県内から2014-2015年に回ってくるガバナーを出してほしいとのことでした。奈良県
から今回出ないと12年間県内からガバナーが出ないということで、非常に憂いておら
れ、特に前の6年間でも、1人はご不幸にもお亡くなりになられ、お２人は大病を患い
ご辞退され、非常に難儀しておられるとの事です。特に奈良県は京都ＲＣに続いて古
い、ということで、奈良県からもしガバナーが出せないということであれば、どうし
ても福井県や滋賀県にも累が及ぶということを憂いておられ、実際にそういうお話も
あるそうです。そこで岡村パストガバナーより色々な事情のご説明を頂き、最後に現
在の熊本ガバナー補佐が司会進行され、県下のクラブの規模の大きい順に意見を求め
られました。そこでまず奈良ＲＣ、次に大和高田ＲＣの会長がクラブの事情を色々お
話され、今回は辞退されるということでした。そこで、前々から色々な席で当クラブ
から是非ガバナーを出して欲しいと言われておりましたので、３番目に私が発言させ
て頂きまして、そのような事情を色々お聞きし、それでは当クラブを除いた奈良県下
１２クラブ全クラブの協力が得られるならば、当クラブも３３年目になりますし、ガ
バナーに相応しい方も何名もおられますので、お受けさせて頂きますとお話させて頂
きました。そうは言いましても、申し訳ないのですが、先ず帰ってすぐチャーターメ
ンバーの方にお話しさせて頂きまして、本日一度お集まり頂きご了解を得ましたので、
四月の地区大会には各印刷物に掲載されるという事で、又それ以外にも2014-2015年度
で、ガバナーノミニーとして各文書にて発表しなければならないということで、今週
の金曜日に臨時の理事会を招集し、先ほど幹事から理事役員に予定を伺いまして、進
め方についてお話をしたいと思いますので、どうぞよろしくお願い致します。

●昨日献血運動を行いました。この寒い中、14～15名の方に出て頂きましてありがとう
ございました。詳しくは多田実社会奉仕委員長より発表して頂きます。

●地区ガバナーより先日来お願いしておりました東日本大震災復興支援寄付金¥10,000/1
人の割当についてですが、会費で￥5,000徴収させて頂き、残りの￥5,000は奉仕活動
で義援金として頂いてお金を充て、￥700,000送金致しました件につき、お礼が届いて
おります。
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●米山功労クラブということで、今年度の分の感謝状が届いております。
●まちづくり助成金申請につき、当初1月21日の締切としておりましたが、今日1月31日までに変更となった連絡が来

ております。

委員会報告
親睦活動委員会・門脇委員
本日例会終了後、ミニ親睦会として計良さんと中野さんの歓迎会を開催致します。場所は「芝」2階です。玄関前に
バスのご用意もございます。まだまだ余裕もございますので、どうぞ皆様ご参加お願いします。
社会奉仕委員会・多田実委員長
昨日、午前10時から午後４時まで、近鉄奈良駅前で献血の奉仕活動をさせて頂きました。１８名のロータリアンに参
加して頂き、その内私を含めて５~６名、もっとでしょうか、400ccの献血をして頂きました。谷川会員には毎年のよ
うにヤクルトのご提供を頂いておりますが、重ねてお礼申し上げます。松岡弘樹会員の（ご配慮で）南都銀行の行員
の方にもたくさん献血に協力して頂き、有難うございました。来年も献血活動をやる予定のようですので、次年度も
献血の呼びかけがありましたらご協力お願い致します。有難うございました。
幹事報告
この土曜日・日曜日に行かせて頂きます奈良大宮RC石巻プロジェクトの現況をお知らせいたします。テーブルに役割
分担表、行動予定表が置いてあると思いますので、ご覧ください。
当クラブからは１５名、また東京恵比寿ロータリークラブからは１０名の方に参加頂き、石巻で慰霊祭、そして炊き
出しの事業をさせて頂きます。石巻のロータリークラブは４クラブありますが、その現況はネットで見つけましたの
で、それも資料としてつけております。４クラブともかなりのダメージを受けておられ、クラブ活動がどうしてもで
きない状態だと聞いております。今回の件も連絡はしておりますが、先方ロータリアンが来られるかどうかは分って
おりません。
この行事につき質問等ございましたら幹事までお願い致します。
向こうは大変寒いようですし、ニュース等でも紹介されております様にご遺族の方々は大変ナーバスになっておられ
ます。その辺が少し気がかりではありますが、私ども奈良大宮RC参加者１５名、全力で活動してまいりますので、ご
声援よろしくお願い致します。

卓話「日本経済の展望と関西の活路」
株式会社日本総合研究所　関西経済研究センター　所長　廣瀬　茂夫　様
　「日本経済の展望」ということですが、世の中はグローバル化しておりますので、まず海外のお話からさせていた
だきます。一番気になるのはヨーロッパでして、私どもは今年の成長率はマイナス０．８％と見ています。その背景
として、ユーロには欠陥があるということで、強い国はより強く、弱い国はより弱くなってしまいます。ユーロとい
うのは為替ですが、景気が悪くなった国は為替が下落し、景気が良い国は通貨が上がります。ところがヨーロッパは
みんなユーロなので、景気の悪いギリシャも景気の良いドイツも同じ通貨を持っていますので、良い国はどんどん良
くなり、悪い国はどんどん悪くなるという内在した問題があります。そんな中で、財政立て直しということで、今日
もイタリアが税金を上げるという話が出ておりますが、ギリシャなどでは増税をしても、歳出削減をしても、それが
景気悪化に繋がります。そして税金が減って、また緊縮財政をして財政再建をしてしまうので、なかなか回復できま
せん。最終的にはより強くなった国、今はドイツですが、そこからギリシャにお金が流れていくようなシステムを作
らざるをえなくなるのですが、何で赤字を自分達が払わなければならないんだということになるという問題を抱えて
おりますので、そんなに簡単ではありません。最後に、海外からの支援が得にくいということもあります。ヨーロッ
パ全体を国と考えますと、実は日本とかアメリカよりも財政状態はいいので、何でヨーロッパを救わなければならな
いのかという気持ちが働いてしまいます。このようにヨーロッパは非常に難しい状況になっておりまして、これから
も長くヨーロッパの債務問題は続くと思います。
　次にアメリカですが、ヨーロッパと比べると割とましな方だと思います。リーマンショックが２００８年９月１５
日に起こりまして、その後、景気がものすごく悪くなりましたが、それから３年以上が経ち、だいぶ調整も進んでき
ました。私どもは今年の成長率を１．９％と見ております。家計の債務は順調に返済が進んでおり、来年のうちには
正常化するのではというところまで来ています。不動産の在庫も住宅バブルで非常に多かったのですが、なかなか新
しい家が建たないということで、減ってきており、来年の半ばから終わりくらいには不動産も重しがとれてくるとこ
ろまできています。私も昨年１１月にアメリカに行ったのですが、ニューヨークで話を聞きますと最高益だというこ
とでして、それによってアメリカ企業の設備投資も非常に活発になっているということです。もちろん急に景気が良
くなるということはありませんし、ヨーロッパの影響もありますので、急には成長しないと思いますが１．９％ぐら
いの成長率と見ています。また、ドル安の恩典ということで、特に南米向けの輸出などでアメリカの景気を支えてき
たのですが、最近はなくなりつつあります。
次に中国ですが、今しばらくは成長すると見ております。成長率が落ちたと言われてますが、今年は私どもは８．８
％と見ております。中国は景気が鈍化したと言われています昨年の１２月末の成長率が前年比８．９％でしたが、もと
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もと１０％、９％でしたから心配されているわけです。昨年の今頃ですが、中国のＧＤＰが日本のＧＤＰを上回った
という記事が新聞紙上を賑わしたのを覚えておられると思うのですが、新しい市場、これは売上ではなく付加価値で
すが、毎年５０兆円伸びています。５００兆円が１０％伸びると５５０兆円、その９％伸びると約５０兆円で６００
兆円に、６００兆円の８％は約５０兆円ということなので、成長率は落ちてきていますが、そんなに心配はないと考
えています。また、中国はインフレが問題にされており、物価が高くなって暮らしづらいということで、金融引き締
めとか、公共工事等もやっておりましたが、最近いくらか落ち着いてきたということで、これらの政策も転換しつつ
あるという状況にあります。このような状況なので私どもはそれほど中国は心配しておりませんが、その周辺のアジ
アＮＩＥｓ、韓国、台湾、シンガポールといったところは、ヨーロッパの影響を受けるので苦しい展開になり、アジ
アの中では国によって変わってくるということになると思われます。
　日本については回復すると見ていますが、関西は失速すると思われます。日本は外需はなかなか伸びませんが、復
興需要があり今年から来年にかけて日本経済を押し上げてくると思います。ただ、関西については失速と申し上げま
したが、需要のほとんどは被災地ということになりますので厳しいと思います。輸出の環境も厳しく、中国は多少ま
しなのですが、アジアＮＩＥｓが厳しいです。基本的にはアメリカ、ヨーロッパ、中国向けが多いのですが、関西は
アジアへの依存度が高いのでしんどいです。それから、電力不足が足かせになってきます。原発がこのままいくと来
月をもって関西電力管内の原発は全て止まります。関西の原発への依存度は一番高いですから、電力コストの影響は
大きいです。そして、企業の海外移転が加速するということで、電力不足が懸念される関西の工場が一番影響を受け
るであろうというこです。そういうことで私どもの見通しですが、日本は１．８％、関西は０．４％の実質成長率と
見ています。
　次に参考資料について見ていきたいと思います。まず、（参考①）「欧州のリスクシナリオ」ですが、一番怖いの
はドイツのユーロ離脱で、これが起きると大きなショックとなります。ただ私どもは、もともとヨーロッパは血を血
で洗う競争や戦争をしてきたところで、そうならないように通貨を統合したわけですから、そこまで行くとは思いま
せんが、注視していく必要があると思います。次に、（参考②）「マネーが市場を彷徨」ですが、注目していただき
たいのはユーロ債券の市場で、いまこれが非常に信用を失っています。日本円で約２０００兆円あり、それがどこへ
行くかというと、大きな市場は他にあまりないので、行くとしたらアメリカの債券か日本の債券です。だからドル高
になり円高になっています。また原油とか金とか食料の先物市場は非常に小さいので、ヨーロッパのお金がそこへ少
し入っただけで乱高下することになります。リーマンショック以降は、お金がどこへ行くか彷徨っておりますので、
そういうことも覚えておいていただければと思います。次に（参考③）ですが、電力不足についてのグラフです。関
東も厳しいですが、関西の方が厳しいことが分かります。枝野さんが今年の夏は法律に基づく規制はしないと言って
いますが疑問に思っています。関西電力管内で足りない分をカバーしようとすれば、１５％くらいの削減は努力目標
として要求されることになるのではないかと思います。次の（参考④）は２０１２年の電力供給力と２０１１年の夏
の実績をグラフにしたものです。今年の夏を上回って電力需要があるところを計算すると１１日間あり、昨年と同じ
ような節電をしていたのでは足りないということになりますので、早めに対策を考えた方が良いと思います。
　後半は「関西の活路」ということについてお話させていただきます。関西はこれからどうなるのかということです
が、まず日本全体について見ていきたいと思います。日本はいま世界的にどの辺の地位にあるのかというと、１人あ
たりＧＤＰで日本は１６位です。アジア・オセアニア地域では、１番高いのはオーストラリア、その次がシンガポー
ル、その次が日本で、すぐ下にはニュージーランド、香港、ブルネイがあり、韓国、台湾があります。１０年前はど
うだったかというと、日本は３位で、そこから１６位まで落ちました。グラフを見て分かるのは、何がこの１０年間
で変わったのかというと、世界が伸びる中で日本だけ伸びていないということです。
　次にアジアの空港について見てみると、関空、成田、仁川、上海浦東、北京の発着回数の推移のグラフですが、北
京は、１０年前は年間２０万回だったのが現在は５０万回に、上海は１０万回飛んでなかったのが３０万回に、仁川
は１０万回だったのが２０万回に増えていますが、成田と関空は横ばいです。これを見るとアジアの成長を日本は取
り込めてないのではないかということになります。
アジアの成長を取り込むためには、競争力を持たなければなりません。私は３つくらい大事なことがあると思ってお
りまして、一つ目は「価値を生み出す」、二つ目は「幅を持つ」、それには「適当な競争の単位を設定する」という
ことだと考えております。昨年１１月２７日に大阪でダブル選挙がありました。橋下さん率いる維新の会が勝ったわ
けですが、そこで問われたのは何かというと、都市間競争ということでした。市という経済単位を住民のサービスと
いう単位で捉えたのが平松さんで、住民サービスということだけでなく、世界に翔く都市間競争をしようというのが
橋下さんだったと、私は理解しております。都市間競争とは何かというと、アジアではいろんな地域が伸びています。
アジアのそれぞれの都市にどれくらいの人口がいるのかというと、一番小さいシンガポールで５００万人、一番大き
な上海では２３００万人です。それが競争の単位となっています。関西ではどれくらいの規模かというと、大阪が９
００万人、関西全体で２１００万人、関東は東京が１３００万人、関東全体では４５００万人です。私はアジアと競
争するキーワードは「スピード」だと考えていますが、１億３０００万人の日本が、こんな２０００万人や５００万
人のところと競争したら遅くて仕方ないので、早く分割して競争すべきと思っています。関東は４５００万人います
ので、なかなか難しいですが、関西の方は２１００万人ですから、ここが一つになれば、非常に強くなれると思って
おります。関西広域連合というのがありますが、これは地方自治法で定められた自治体です。自治体と言っても、選
挙していないではないか、と思われる方もおられるかもしれませんが、実は間接選挙をしておりまして、参加してい
る自治体の長の互選で行われております。兵庫県の井戸さんが選ばれており、議会もございます。予算を持ってやっ
ているということで、れっきとした自治体です。それに参加しているところがブルーのところで、様子見のところが
緑のところですが、奈良県は入っていません。関西広域連合で何をしているかというと、いままで１６回連合委員会
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ニコニコ箱　　本日計 43,000円　累計　2,069,000円

次週の例会
平成２４年２月１４日（火）
学校法人奈良学園　理事長　西川　彭　様
「私の願う人材育成」－新しい学校づくりを通して－

増井義久　君　廣瀬さん、本日は宜しくお願いします。
麹谷　瀞　君　明日、２月１日、小路谷写眞は７８回目の創業日を迎えます。自祝してニコニコ。
福本良平　君　廣瀬所長　本日はよろしくお願い致します。
高木伸夫　君　長らくの欠席お詫びいたします。退会の準備では決してありません。
楠原忠夫　君　箸尾さん　先日はお世話になりありがとうございました。
矢追家麻呂君　多田実社会奉仕委員長、委員の皆さん、昨日は寒い中ご苦労さまでした。
計良隆司　君　本日は歓迎会ありがとうございます。ニコニコ協力
松岡弘樹　君　ニコニコ協力
倉田智史　君　ニコニコ協力
有井邦夫　君　ニコニコ協力
山本尚永　君　ニコニコ協力
植村将史　君　ニコニコ協力
谷川千代則君　ニコニコ協力

例会変更
　２　月
■�あすかロータリークラブ　■
・�２月１６日（木）・・・夜間例会の為、変更。
　　　　　　　　　　　    日時：２月１６日（木）18：00より 場所：橿原ロイヤルホテル
※ビジター受付は、２月１６日（木）12：00～12：30まで橿原ロイヤルホテルにて行います。
※２月２９日（水）・３月１日（木）は復興支援プロジェクトの為、宮城県へ参りますので、この２日間は事
務局を休局とさせていただきます。

■�奈良東ロータリークラブ　■
・�２月２９日（水）・・・定款第６条第１節（ｃ）により休会。
※ビジター受付は、２月２９日（水）17：30～18：00までホテル日航奈良３Ｆにて行います。

　３　月
■�あすかロータリークラブ　■
・�３月１日（木）・・・社会奉仕事業の為、日時・場所変更。
    　　　　　　　　　 日時：３月３日（土）13：00より    場所：田原本町黒田
※ビジター受付は行いません。

を開催しています。この委員会は何かといいますと、知事の集まりで、これを１年間１６回開催しているということ
で、これまでは考えられなかったことです。東日本大震災でも非常に活躍しており、国の出先機関、たとえば近畿経
産局、近畿整備局などが、頑張っていけば関西広域連合が仕切れることになります。こういう単位で動いていくこと
も必要だと思いますので、奈良県もどうされるか考えられた方が良いと思います。
　最後に地震のリスクですが、この前関東の方で今後４年以内に７０％の確率で地震が来るという話もされており、
今朝の新聞でも宮城県沖で震度８クラスの地震が来るという話もされております。これがどのくらいのインパクトが
あるのかというと、中央防災会議という専門家の集まりが弾き出した数字ですが、東京湾北部地震が６６．６兆円で
東日本大震災のだいたい３倍～４倍、プレート型地震ですと東海・東南海・南海同時発生の地震で６０兆円です。東
日本大震災は未曾有の災害だということが言われていますが、日本の歴史から見ると小さい方で、これをカバーする
にはどうすればいいかということを考えなければなりません。単純に税金を上げるということも大事ですが、６０兆
円という金額になると税金だけではカバーできません。新しい産業、新しい付加価値というものを生み出していかな
ければなりません。そのためには、今の閉塞感を何とか打破していただいて、競争単位を変えて成長していくという
ことが大事であるということを最後にお話させていただき、私の話を終わらせていただきます。
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